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研 究 主 題 一

「自ら課題を見つけ,主 体的に取 り組むための書写指導法の研究」I

i

1研 究主題設 定の理 由

これか らの学校 教育 にお いて は,社 会の変化 に自 ら対応で きる心 豊かな人間の育成を図 るこ

とが求 め られてい る。社会の変化 に主体的 に対応で きる児童 ・生徒を育成 す るためには,知 識

や技能 を受動 的に修得 させ るので はな く,自 ら考え主体的に判断す るとともに,表 現 した り行

動 した りす る ことので きる資質や能力の育成を重視す る授 業の展 開が必要 である。書写教 育は,

学習指導要領 にお いて国語科 の言語事 項 に位置づけ られてい る。小学校 における国語科 の 目標

は,「 国語を正確 に理解 し適切 に表現 す る能 力を育てる とともに,思 考力や創造力及 び言語感

覚を養 い,国 語 に対す る関心 を深 め国語 を尊 重す る態度 を育て る。」で あ り,言 語の教育 と し

ての国語科の性格が明 らか にされてい る。 その言語 に関心 を持 ち,書 き方を学 び日常 に生かす

力をっ けるのが書写教育で ある。

前年度 までの研究か ら文字を書 くことにお ける児童の実態 と して,形 の整 った正 しい文字 を

見分 ける能力に比べて,形 を整えて書 く能力が不足 しが ちであ ることが明 らかにな ってい る。

また,整 った文字を書 きた いとい う意欲 はあるが どの ように書けば良 いのか分か らない,と い

う実態 も指摘 されて いる。 さ らに ノー トには,終 筆 にお けるとあ ・はね ・は らいな ど基本の点

画 に注意が向け られて いな い文字,正 しい筆順で書かれて いない文字 な ども見 られ る。以上 の

実 態か ら,毛 筆 書写 による文字の基本の学習 と硬筆書写 との関連を図る ことによ り,書 写 の授

業 の改善 を 目指 す ことが大切 であ ると判断 した。 さ らに授業で学 んだ成果が 日常 生活 に生かせ

るよ う工夫 した。

そ こで書写指導 の 目標 を次のよ うに設定 した。

・文字 を正確 に理解 し,形 の整 った正 しい文字 を丁寧 に書 く能力を育て るとと もに,文 字感

覚 を養 い,文 字 に対す る関心 を深 め,文 字 を尊重す る態度 を育て る。

・毛筆 による書写の指導 は硬筆 によ る書写 の能力の基礎 を養 うよ うに指導す る
。

・硬筆 による書写の指導 は毛筆 との関連 を図 りなが ら指導す る
。

さ らに書写指導の 目指す児童 ・生徒像 を次のよ うに考 えた。

・自分の課題を持 ち,主 体 的に解決で きる児童 ・生徒 の育成

(文字を正 しく整えて書 くための 自己の課題 に気づ き,課 題解決の方法が分か る。)

・身につけた書写力を 日常 に生かす ことので きる児童 ・生徒の育成

本研究 は内容的 には3年 目になる。本年度 は研究課題を 「自 ら課題を見つけ,主 体的 に取 り

組 むための書写指導 法の研究」 と設定 し,研 究を進あて きた。過去2年 間では,課 題を明確に

意識 させ た り,学 習意欲 を持続 させた りす るための指 導法の研 究,視 聴 覚機器を取 り入れた学

習基準の提示方法 の研究,発 展学 習の取 り入れ方等を研究 して きた。本年 度は今までの研究成

果 を踏 まえ,発 達段 階に応 じた評価の工 夫や,自 ら課 題を見っけ意欲を高め るための指導方法

の工夫 として 「書写 カー ド」 と 「練 習用紙」を研究の重点 と して取 り組 んで きた。
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＼

II研 究 の構想

1研 究 の基本的 な考 え方

これか らの書写教育 においては児童 ・生徒が 自分の課題を見っ け,そ れを追究 し解決 する学

習活動 を重視す る必要 があ る。 本研究で は,日 常生活で 自分が書 いて いる文字 は形の整 った正

しい文字か ど うかを考 え,そ こか ら自分の課題を明確 につかみ,ど の ようにすれば解決で きる

かを主体的 に考え られ るよ う,指 導の手立てを工夫 した授業を創造す る必要が ある と考え た。

そこで,児 童 ・生徒の文字へ の関心や意欲を高め,文 字 を正 しく整えて書 く能力を伸ば し,学

習 した ことを 日常の生活の 中に生 か してい こうとす る児童 ・生徒を育て るため に,次 の方法 に

焦点を しぼ り研究を進 める こととした。

(1)自 ら課題を見っ けるために

一人一人の児童 ・生徒が個別の課題 を見 つけ るためには
,ね らい ・学 習の基準(文 字の基

準 ・書 き方 の基 準等)が 明確で ある ことが重要で ある。学習 の基準を は っきりとっかみ,自

分 の試 し書 きと照 ら し合わせ るこ とで,児 童 ・生徒が 自分 の課題 をは っきり理 解で きると考

えた。そのたあに は,学 習の基準 の提 示について は,視 聴覚機器等を用 いる ことによ り,児

童 ・生 徒が 自分 の課題をっかむ ための活動がで きるよ う工夫 した。

(2)主 体的に取 り組 むため に

児童 ・生徒 が主 体的 に取 り組む ため には,学 習 の流れ を理解 して,見 通 しを持 って積極

的 に活動で きる ことが大切 であ る。 そこで,本 時のね らい ・試 し書 き ・学習の基準 ・自己評

価 ・ま とめ書 き等 を取 り入れ た 「書写 カー ド」 を導 入す ることに した。 また 自分 の課題 に

あ った適切 な練習用紙が あれ ば,一 人 一人の児童 ・生 徒が 自分の課題 にあ う練習用紙を進ん

で選択 し,意 欲的 に取 り組む であろ うと考 え,練 習用紙 のあ り方 にっいて も研究 した。

2研 究の方法 と手順

(1)研 究の組織 と方法

本年度 の研 究員 は小学 校8名,中 学校2名 の計10名 であ る。 そ こで,小 学 校低学年分科

会(2・3年),小 学校 高学年分科会(4・5・6年),中 学校分科会の計3分 科会 を組織

した。3分 科会 ともに硬筆指導 と毛筆指導 との関連を重視 しなが ら研究を進 めた。 さ らに,

小 ・中学校の書写指導の関連 や系統 を踏 まえ相互の連 携を深め るよ う配慮 した。

(2)研 究の経過

1学 期 は研究員相互の平素 の書写指導 の実態 にっいて報告 し合 い,昨 年度 の成果や課題を

踏 まえっっ,研 究授業 を行 った。 また並 行 して本年度 の研究主題や 内容 にっいて話 し合い,

共通理解 を深 あるよ うに した。夏休みの御岳の研究集会で は,1学 期の研究授業 を分析 し,

整理す る中で,研 究主題 や内容 について更 に深めて いった。2学 期以降の指導計 画を基 に作

成 した学習指導案 を全員が持 ち寄 り,授 業 におけ る具体的 な指導の手立てを検討 し,主 題 に

迫 るための今年度の重点 にっいて検討 した。その結果,2学 期 は練習用紙 と 「書写 カー ド」

を効果 的に取 り入れた授業を進 める こととな った。

6月6日 中1年 楷書(点 画の接 し方)9月8日 中1年 行書(丸 み と連続)

6月27日 小6年 文字 の中心10月16日 小5年 文字の組 み立て

7月4日 小2年 かん字 のか きか た10月31日 小4年 文字の 中心
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3研 究の全体構想図

教育課題 ・社会の要請 「
・心の教育の充実

・基礎 ・基本の充実

・個性教育の重視

・自己教育力の育成

・文化と伝統の重視

・国際理解教育の推進

今 日の社会の実態
・映像文化の発展

・日本語ワープロの普及

昌、・低 平仮 名 ・片仮 名 ・俣子 と新 しい文

i(1.2.3年)字 に出会 う喜びがあ り,文 字を書 く

iこ とが好き,楽 しいと思う児童が多
く,正 し く丁 寧 に 書 こ う と 意 欲 的 に

iI取 り組む児童が多い。
1

児童'生徒の難 τ=π===π=「

小 ・高 文字を書 くことに慣れ,書 く速さ

(4,5.6年)も 増 して くるが,正 確に書 くことへ

の意識が低 くなり,文 字の乱れが目

立ち始める。形の整った正 しい文字

を選び出すことはできるが,自 分で

は書けない児童が多い。

中学 短時間で多 くのことを書かなけれ

ばな らないため,正 しく整った文字

を書こうとする意識が薄 くなる。学

習 したことが日常の書写活動に生か

されていないことが多い。

小学校国語科の目標

f
・国語を正確に理解 し適切

に表現する能力を育てる

とともに,思 考力や想像

力及び言語感覚を養い,

国語に対する関心を深め

国語を尊重する態度を育

てる。

階 写教育のねらい

一
・生涯にわたって使用する

文字の基礎 ・基本を理解

させ,文 字を正 しく整え

て書 く能力や文字に対す

る関心を深め,文 字を尊

重する態度を養う。

励 賜 撫 讐 体的に解決できる腫 生徒
・文字を正 しく整えて書 くための自己の課題に気づ く。
・課題解決の方法が分かり,意 欲的に取り組める。

0身 に付けた書写力を日常に生かすことができる児童 ・生徒

研究主題

自ら課題を見つけ,主 体的に取り組むための書写指導法の研究

仮説

○教材文字の学習の基準が分かれば,自 ら

課題を見っけることができるであろう。

○課題解決の具体的な方法が分かれば,学 習意欲 【
じ

が高まり,主 体的に取 り組むことができるであi
iろう

。

○適切な自己評価 ・相互評価ができれば,主 体的`

に学ぶ態度が育っであろう。

○発展学習を積み重ねていけば,学 習内容を日常

に生かすことができるであろう。

主題に迫 るための指導の工夫
・教材文字の選定

・教材 との出会 いを大切にし,興 味 ・関心を高

ある導入の工夫
・体感を通 して学習の基準の理解を深める工夫

(触る ・音声化 ・動作化)
・教具等の活用の工夫(実 物投影機 ・OHP・

拡大文字 ・分解文字 ・ 「書写カー ド」)

・個々の課題に応 じた練習方法の工夫

課題別練習用紙の選択の工夫

自作練習用紙の作成(小 ・高,中 学)の 工夫

活動の場の設定
・ 「書写カー ド」の工夫

・評価活動の工夫(練 習用紙 ・確かめシー ト等)

'発 展学習の工夫
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皿 研究の内容

1小 学校低学年分 科会(2・3年 生)

2年 生 に進級 す るころにな ると,書 写の力 もっ き,形 の整 った文字を速 くしっか りと書 く

ことがで きる児童が多 くな って くる。 また この時期の 児童 は,学 級 での事前の ア ンケー トか

らも明 らかで あるが,書 写 の時間が大好 きであ る。 自分の書 いた文字 に劣等感を持っ ことな

く,"も っと上手 にな りたい"と 書写 の学 習に意 欲的に取 り組 む姿勢 を見せてい る。3年 生

で毛筆が導 入 されて くる と一層興味 を持 ち,児 童 は意 欲を更 に高 め,積 極 的に取 り組 むよ う

にな って くる。

このよ うな時期 に,児 童一人一人が 「自 ら課題を見っ ける」∫ 主体的 に学習 に取 り組む 」

態度を身に付け ることは,生 涯 にわ た りよ りよい文字 を書 いて いこうとす る姿勢 にっなが っ

てい くと考 えた。そ こで,「 自 ら課題を見っ ける」 「主体的 に学 習 に取 り組む 一態度を育て

るために,以 下のよ うな具体的 な手立てを考え た。

(1)自 ら課題 を見 っけ るため に

一人一人が 自分 の課題 を 自ら しっか りとつかむため には,文 字 の基準 ・ね らい ・書 き方な

どを明 らか にす る必要が あ ると考 えた。その中で特 に,文 字 の基準を明確にす ることが大切

で ある と考え,下 記の よ うな点 に配 慮 して指導 した。

① 適切な教材文字 を=選定 す る

〈2年 〉

学習のね らいを達成す るのに適切 な教材文字 を,児 童の実態 に応 じて選定 した。 この文

字を学 習す ることで,他 の文字へ応 用で きる ことも併せて考え た。 また,ね らいを一つ に

しぼ り,他 の要素 に左右 されず,文 字 の基準を明確 に とらえ ることので きる文字 を選んだ。

〈3年 〉

基本 点画の筆 使いの学習が,重 要 な項 目になって いる。 そこで,毛 筆を用 いて学習 した

ことを硬筆 に生 か してい くたあ に,基 本点画の筆使 いの学習が しやすい文字を選んだ。

② 体感 させ る

〈2年 〉

ア 空書 きの時 に,音 声化 ・動作 化を取 り入れ る。

例 「しん に ょう」

・ ウ ン(と め る)3オ レ ・オ レ(お れ)へ 一 ス ー トン ・ス 。(右 は らい)

イ 絵筆を使 う。

鉛筆で は実感で きに くい部分 を,使 い慣れて いる絵筆を使 って書 くことで体感 させ る。

〈3年 〉

ウ 分解文字 を使 う。

厚 みのある紙 で,教 材文字 の分解文字を作 り,触 ることを通 して形を体感 させた り,

長 さ比べ を して 画の長短 をは っきりさぜた り した。

③ 書 き方を分か りやす い言葉で説 明す る

例 しん に ょうの第3画

「ひ くいすべ りだ い」

4



④ 視聴覚機器 の活用

教材文字 を提示 した り,文 字 の基 準を明確 にする際に,児 童の前で実際 に示範 し,視 覚

に訴え る工夫を した。

⑤ 実態調査を生かす

日常 生活で児童が書 いて いる文字 の中か ら,本 時の 目標 に関連のあ る文字をあ らか じめ

調査 してお き,そ れを もとに,授 業での一人一人の児童の課 題作 り及び練習時の助言や机

間指導 に役立 てた。

(2>主 体 的に取 り組 むため に

児童が主体 的に学習 に取 り組 むため には,こ の時間 に,u何 を学 習す るのかr"ど う練 習

すれば よいのか"に っいて,児 童一人一人が理解 してい ることが大切で ある と考え,自 分 の

課題を解決す るための具体 的な練習方 法を知 ることと,書 いた文字 を客観的 に評価す る力 を

育て る工夫を した。

① 「書写 カー ド」の使用

この カー ドに,試 し書 き ・学習 のね らい ・自分の めあて ・まとめ書 き ・自己評価 ・応用

な どの欄を設 け,1時 間の学習の流れが分か るよ うにす るとともに,自 分のめあてを意識

しなが ら学 習 に取 り組め るよ うに した。

② 練 習用紙 の工 夫

一 人一人 の課題 に応 じるような練習用紙を数種類準備 し
,そ れぞれが 自分の課題 に応 じ

た練習用紙 を選択 す るように した。

〈2年 〉

は じめは,一 人 一人 の課題 を把握 して,ど の練 習用紙 を使 えばよいの か個別指導を積み

重ね,次 第 に自分 で選択 で きるよ うに した。種類別 に色分 けす るなどの工 夫 もした。

〈3年 〉

課題 に応 じて数種類 の練習用紙 の中か ら選ぶ。 同 じ練習用紙を何枚使 って もよいことに

して準備 した。

③ 評価活動の工夫

「書写 カー ド」の 中に,あ あて ・自己評価の欄 を設 け,意 識 しなが ら練習で きるように

した。 自分がめあて に沿 って学習で きたか,「 確か め シー ト」などを使 って,自 己評価で

きるよ うな工 夫 も取 り入れ た。 また,時 間の始 め ・終 りに試 し書 き ・まとめ書 きを行 い,

両 者を比 べ ることで1時 間の学習の成果が 自己評価で きるよ うに した。

④ 発展学習 の工 夫

書写 の時間に学 んだ ことを,他 教科の時間や連 絡帳の記入な ど日常 の文字 を書 く活動に

生か して い くよ うに,「 書写 カー ド」に,既 習文字 の中か ら同 じ要素を含む文字 を書 き,

意識化を図 った。
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2小 学校高学年 分科会(4・5・6年)

低学 年の ころ は,文 字 を正 しく丁寧 に書 こうと意欲的に取 り組 んでいた児童 も,学 年が進

む にっれて文字を書 くこ とに慣れ,書 く速 さも増 して くるが,正 確に書 くことへの意識が低

くな り,文 字の乱れが 目立 ち始 め る。 また形の整 った正 しい文字 を選 び出す ことはで きて も,

自分で は書 けない児童が多 くな る。

中学年か ら始 まった毛筆 の指導 は,文 字を大 き くはっきりと書 くため,文 字の形を習得 し

やすい とい う利点が ある。毛筆 を主 に して,書 写 の基礎 ・基本を身に付け させ ると ともに,

硬毛の関連を図 りなが ら,以 下 のよ うな指導 の工 夫を した。

(1)自 ら課題を見っ けるために

児童が 自 ら課題を見 っけ るために,高 学年分科会で は 「学習の基準」を教師が教え るので

な く,児 童 自身 に気づ かせ ることに重点をおいて指導 した。その具体的な手立て は以下の と

お りであ る。

① 実態調査の活用

授業 の前 に毛筆 や硬筆 で教 材

文字,あ るいはそれ と同 じ要素

を持 った文字 を書 かせた。

その調査 を もとに,指 導者 は,

あ らか じめ児童一人一人の課題

を把握 す ることがで きた。 この

ことは,児 童 の課題 作 りの支援

に有効で あ った。

② 試 し書 きの活用

授業の導入 の段階 で,試 し書 きを させた。

児童 は個 々の机上で,試 し書 きと教材文字を

比較 し,問 題点 を発 見 した。児童の発表の 中

か ら学習の基準 をっ かませ ることに よ り自 ら

課題を把握で きるよ うに した。

③ 視聴覚機器の活用

児童の実態

函關 田
曾
同
げ
朔
き

頃

く
方
向
が
ま

そ
れ
孟
う

 イ

る

も

ロ

Ψ

国
い
そ
ろ
・
り

到硬き書し試

遜迭迭
毛筆指導 にお いて,実 物投影 機を用 いて 「学習の基準」の理解を図 った ところ,OHP

とは異 な り,教 材文字が テ レビに鮮明 に映 ることや,示 範の際 に手元や穂先 の通 る様子が

はっきりと映 し出され るな どの効 果がみ られた。

④r書 写 カー ド」の活用

学 習の基準が分か り,自 分が取 り組 むべ き課 題が分か って も,1時 間の授業の 中で い く

つ もの課題 に対処す るの は不可能 であ る し,視 点 もぼやけて しまう。 より効果的 な活動を

行 うため には課題を しぼる ことが大切 であ り,そ れが個 々の児童の課題を明確 にす るこ と

にな ると考えた。 ここで は,そ の手立 て と して 一書写 カー ド」を用いた。 自分が課題 とす

るものを,○ で囲ませた り,文 章で記入 させ た りす ることで課題 を しぼ り,明 確化す るこ

とが で きた。
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② 主体的に取 り組む ため に

児童が書写の学習 に主体的 に取 り組 むためには,自 己の課題を明確 に把握 し,さ らに課題

解決への,具 体的 な方法が分 かる ことが大切 である と考 え,練 習用紙 ・ 「書写 カー ド」を重

点的 に研究 した。

また,練 習 して身 に付 けた書写力 を,日 常 の硬筆の書写活動のなか に生か して い くことが

で きるな らば,児 童の成就感 は高 ま り,次 の学習へ の取 り組み もさ らに意欲的 になるので は

な いか と考え,発 展学習 に も配慮 した。

① 「書写 カー ド」

児童が,正 しく整えた文字 を書 くために自己の課題を把握 し,そ れ に応 じた解決方法を

見つけてい く学習過程の中で,自 己の課題を見っ けた り,課 題を達成 したか どうかを評価

す る手立 てが必要 にな った り したため,「 書写 カー ド」を試みた。

本時のね らい ・試 し書 き ・学習の基準 ・自己評価 ・まとめ書 き ・教材文字な どを入れた

「書写 カー ド」を作成 して指導 して きた。 カー ドに入れ る項 目は,そ の時の学 習のね らい

や内容 に応 じて工夫を加えて きた。

「書写 カー ド」の中の教材文字 に線を入れた り,文 字に枠を とって相互の文字の大 きさ

を調 べた り しなが ら,学 習の基準を把握 した。そ して,基 準に照 ら しなが ら試 し書 きを見

直 し,自 己の課題を明確 に して いった。

課題 にそ って練 習 し,ま とめ書 きを 自己評価や相互評価 し,「 書写 カー ド」に記入す る

ことによ り,試 し書 きと比べて成果を確認 した。それ によって.成 就感を得 たり,不 十 分

な ところは さらに練習 しようと した りして,次 の時間の意欲づけに もな り,主 体的な学 習

を促すのに効果があ った と思われ る。

② 練 習用紙

自己の課 題解決への具体的 な方法 として,練 習用紙を選択 させた り,自 作 させた り して

使用 した。 段階的な練習用紙を,一 教材 にお いて幾通 り も用意 し,自 分の課題にあわせて

選択 し,ま た,同 じ箇所を何度で も練習 して もよいことに した。そ うす ることに よって,

自己の課題 を進んで解決 して いこ うという姿勢が強め られた。

また,教 材 によ って は,自 分で練習用紙を作 ることも,指 導計画の中 に取 り入れてみた。

文字 の組 み立 てや大 きさ ・字配 り ・中心 に関す る練習用紙 は,骨 書 き ・始筆の位置 ・中心

線 ・字形 の枠 な ど,児 童 もいろいろ工夫 して作 った。

③ 発展学習

毛筆書写 のあ とには,教 材文字 と同 じ要素を もっ文字を選んで,硬 筆で学 習す る活動時

間を必ず設定 した。 また,字 配 りの学 習のあ とに,七 夕の願 い ごとを字配 りに気をつけて

書 いてみ た り,文 字 や行 の中心 の学 習のあ とに,俳 句や短歌 を中心 に気をっけて筆ペ ンで

書 いてみた りす る ことも取 り入 れてみた。 このよ うに,日 常 の学 習に結 び付いた書写活動

につなげて い くことによ って,一 層 の定着 を図 り,児 童 の取 り組 み も意欲 的にな った と思

われ る。
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3中 学校 分科会

授業で書 く文字 の量が増え る中学校 にお いて は,書 写の学習で身 に付 けた力 を 日常の書写

活動 に生 かす ことが,指 導の主眼 となって くる。その ため書写の学習で は,硬 筆 を使 った学

習 を中心 に した授業展 開の方が,よ り効果的 に日常化が図れ るので はな いか とい う思 いが 当

初 はあ った。 しか しなが ら,研 究を進め る過程 で我 々自身が毛筆の利点の再確認を した こと

か ら,生 徒 たちに も毛筆 を用 いて書 写の学 習をす る意味を体感 させ,理 解 させた いと考え る

ようにな った。学習の基準 や 自分 の文字の問題点 は,硬 筆 よ りも毛筆 の方 が とらえやすい。

その ことは,授 業を通 して生徒 たち も徐 々に感 じるよ うにな って きた。 そ こで,日 常生活 に

おいて毛筆 を使 う機会が ほ とん どな くな って きた今,あ えて毛筆 を中心 に した授 業展 開や指

導 を意識 的に取 り入れて,主 題 に迫 るために以下 のよ うな工夫を した。

(1)自 ら課題 を見っけ るために

① 毛筆 によ る試 し書 き

硬筆 によ る試 し書 きか ら自分の問題点を見っ けた後,毛 筆で練習 して,ま とめ として も

う一 度硬筆 で書 く,と い う 「硬筆→毛筆→硬筆 」の授業の流れ は,書 写の 日常化 を考えれ

ば有 効であ ったが,指 導時間が不足 しが ちなこと と,硬 筆で は自分の問題点 に気づ きに く

い ことが反省 と して あげ られ た。 そ こで試 し書 きは毛筆で行 い,そ こか ら課題 を探 し,さ

らに練習 した成果 であ るまとめ書 き(毛 筆)と 比較 して 自己評価 し,発 展学習 として硬筆

の練習 を取 り入 れ 日常化を図 る,と い う 「毛筆→毛筆→硬筆」の授業展開 に変更す ること

に した。 この 時 目標を1っ か2

つ に しぼ り,そ の目標 に沿 って練 【 「書写 カー ド」の工 夫】

習 ・評価が なされ るよ うに した。

この焦点化 によ って,生 徒 が じっ

くり自分の課題 を見 っけ る時間を

確保す るゆと りが で きた。

② 文字 の類型 化 による教材文字 の

選定

中学校で初 めて学 習す る行書 は,司 レ

類型別(丸 み ・連続 ・変化 ・省略)

に分類 した。 これ によ って,現 在

使用 して いる教科書 に限 らず,広

い範囲か らより目標 を達成 しやす

い教材文字を選択で きるよ うに し

た。行書の導入 と しての単元 では,

生徒が 「丸 み」 と 「連続」の二 っ

の行書 の特徴 を理解で き,同 じ筆

使 いで上下2文 字が練 習で きる教

材 として,「 自由Jを 選 んだ。
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(2)主 体的 に取 り組む ために

① 「書写 カー ド」の工夫

初め はまとめ書 きの下 に糊付 け して掲示で きる小 さいカー ドを考えたのだが,試 行錯誤

の中で,生 徒が授業の流れを 自分で確か め られ るカー ドへ と改良 してい った。

② 練 習用紙 の工 夫

ア 試 し書 きか ら自分の問題点を 【練 習用紙 例】

見 っけ,そ れに応 じて練 習用 紙

を選ぶ よ うに した。その際,練

習用紙 を選ぶ基準 をあ らか じめ

明確 に して お き,さ らに個 別に

机 間指導 して,目 的に合 った練

習がで きるよ うに した。

イ 練習用紙 は,単 元 の 目標 に沿

った ものを準備 した。 内容 は,

部分練習が 中心の もの と文字全

体を と らえ る もの とで,さ らに,

籠書 き ・骨書 き ・補助線 ・始筆

の位置等の学習段階 も踏 まえ る

よ うに した。

ウ 自作の練 習用紙 も取 り入れて

みたが,作 成 に時間が と られ,

練 習時間が少な くな る点が今後

の課題 であ る。

③ 評価 の工夫

ア 「書写 カー ド」の評価欄 を使

って,ね らいや学 習の基 準を確

認 しなが ら自己評価 がで きるよ

うに した。
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イ 赤 ペ ンで 問題点 をチ ェ ック した り,自 分の課題 を解決 で きた所 に シールを貼 る等,作

業 を通 しての 自己評価 を取 り入れ,意 欲的に学 習で きるよ うに した。

ウ 相互評価 も取 り入れた。 グループで互 いの書 いた ものを評価 し合 った り,何 人 かの書

いた ものを前 に掲示 して互 いに評価 し合 った りす る ことで,授 業 に活 気が 出た。

工 練習用紙 に も評価欄 を設 けて,一 枚一枚 を大切 に練習で きるよ うに工夫 した。
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4「 書 写 カ ー ド」

当初 は,多 面 的 な 評 価 を す る た めの カ ー ドを 意 図 したが,改 善 を 加 え る うち に,「 書 写 カ

ー ド」 とい う名 称 で
,多 様 に使 え る もの とな っ た。r書 写 カ ー ド」 の 項 目 につ いて は,検 討

す る うち に必 ず 入 れ る もの,ね らいや 内容 に よ って 使 う もの,学 年 の 発 達 に よ り変 え る もの

が あ る こ とが 分 か った 。 そ こで,学 習 の め あ て,自 分 の 課題,自 己 評 価(相 互 評 価)は 必 ず

入 れ る こと と し,さ らに価 値 の あ る もの にな るよ う に工 夫 した。

初 め は どの 学 習 に も使 え る もの を 作 成 しよ う と した が,ね らい と児 童 ・生 徒 の 実 態 に 合 わ

せ た 方 が 効 果 的 で あ る と考 え,試 行 錯 誤 を繰 り返 した。 そ の結 果,授 業 の流 れ の 中 で は 次 の

よ うな 活 用 が で きた 。

○教材文字 を知 る。

○試 し書 きをす る。

○学習 のめあてをっかむ。

○学習 の基準 を知 る。

○課題 にそ って練習す る。

○ま とあ書 きをす る。

○ 自己評価(相 互評価)す

る。

○発展学習をす る。

「書 写 カ ー ド」 に書 く。(硬 筆)

・め あて を カー ドに書 くこ とで 明 確 化 す る
。

「書 写 カ ー ド」 の 教 材 文字 に線 を 入 れ るな どの 方 法 で 学

習 の 基 準 に気 づ く。

・基 準 に照 ら して試 し書 きを 見 直 し
,自 分 の 課題 を つ か み

「書 写 カ ー ド」 に記 入 す る。

「書 写 カ ー ド」 に練 習 す る。(硬 筆)

・試 し書 き と比 べ や す い よ うに 「書 写 カ ー ド」 に書 く
。

(硬 筆)

・課 題 を もと に ,試 し書 き と比 べ,成 果 を 確 か め る。

1・ 感 想 や 次 の 課 題 を 書 く。 教 師 の評 価 や 励 ま しを 書 く。

1・ 同 じ部 分のあ る文字 傭 句 な ど轄 く。
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5練 習用紙

限 られた時間のなかで効果的な学習をす るには,既 習の学 習を生か し焦点 を しぼ った練習

を重ねてい くことが大切であ る。課題 にあ った練 習用紙 の作成が有効 な手立て となると考え,

作成 の要点 を学 びなが ら試行錯誤 を くり返 した。

(1)練 習用紙 の作成 に当た り気をっけた こと

・学習 の基準 に基づ いた練習用紙 を作成 し
,課 題 に合わせて使用 した。

・練習用紙 にね らいを書 き入れ
,は っきりさせ た。

・最終的 には白紙 に書 けるよ うに,や さしい ものか ら段階的 に練習で きるよ うに した。

・補助線や番号,注 意書 きなどを入れて,字 形や筆順,筆 使 いな どを分か りやす くした。

・課題 にあ った練習用紙を選択 させ
,繰 り返 し同 じ練習がで きるよ うに した。

・必要 に応 じて評 価欄を入れた
。

・筆 使いな どの部 分練 習用紙 を常時用意 し
,必 要に応 じて補助 的に使え るよ うに した。

・小学校5・6年 で も練 習用紙 の 自作を試みた
。

(2)練 習用紙 の使用 に当た り気 をっけた こと

・課題 にあ った練習用紙が選択 で きるよ うに
,用 紙 ごとのね らいをっか ませ る。

・自己批正を しなが ら次へ進 めるよ うな方法 も取 り入れた
。

・適切 な用紙の選択や練習 にっ いて
,支 援す る。

練習用紙を使 ったことにより苦手意識を持 っていた児童 ・生徒 も意 欲的に学 習に取 り組 め

るよ うにな った。 また,焦 点を しぼ った練習 は,課 題 解決が しやす く有効 であ った。 今後 は,

個 々の課題 にあ った練 習用紙 の作成や使 い方 にっいて研 究を深 める必 要が ある。

「情 」の組 み立 て

第6学 年 組 み立て 「情報 」

「報 」 の 組 み 立 て

＼

1

→

1卸1
9

d

0
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IV実 践事 例

く小学校低 学年>

1単 元 名 かん字 のか きかた

2教 材 「道.

3単 元設定の理 由

(1)児 童の書写の実態

第1学 年か らの持 ち上が りの学級で ある。国語科のみ な らず,す べての活動 の中で文字 の

指導 を行 ってい る。特 に,終 筆 にお ける,と め ・はね ・は らいや,中 心を考 えて字形の整 っ

た正 しい文字 を書 くことに,注 意 させてい る。

しか し,個 人差 が大 き く指導 した内容が定着せず に,自 分な りの文字を書 き続 ける児童 も

いる。 また,集 中力 が持続せず,丁 寧 に書けない児童や文字 を書 くことに時間のかか る児童

もいる。

第2学 年 にな って,70字(160字 中)く らいの新 しい漢字 を学 習 したが,間 違 いや字 形の

乱れが特 に目立 ったの は,し んに ょうのあ る文字で あ った。 これ らの 文宇 は,児 童に とって,

使用頻度の高 い文字で もある。 そのため,難 しさを克服 して,字 形 を整え て,楽 しく,2年

生な りに書 ける方法 はないか と考 えた。

ち

1意識 調 査H7.6.
・書 写 は好 きで す か?

好 き27人

20実 施2年2組35名 質問紙法

わ け

き らい8人 わけ

う ま く な る か ら

{
なぞ るのが好 き

ペ ン書 きがお も しろい
i
}お ぼ え られ る

'そ の 他

む ず か しい{

その 他

}

1 ・正 しい しせ いで文字 を書 いて いますか?
1

は い13人 い い え22人

・ど こを なお して 書 け ば よ いか わ か ります か?

は いi6人 い いえ19人

・自分 の字 を どう思 いますか?

1き れい ・人 ふつ う2杁
1・ いっ も正 しくて い ね い に 書 こ う と して い ま す か?

は い19人 少 しして い るIl人

人

人

人

人

人

人

人

7

6

3

2

9

3

5

ざっ7人

いいえ5人

(2}書 写指導の 系統

第2学 年の指導 内容 として

ア 姿勢 や用具の持 ち方を正 し くして書 くこと
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イ 文 字 の形 に注 意 して,筆 順 に 従 って 丁 寧 に 書 く こ と

ウ 点 画 の接 し方 ・交 わ り方 ・方 向 な ど に注 意 して 文 字 を正 し く書 くこ と

と,示 され て い る。 第2学 年 と もな る と,学 校 生 活 に も慣 れ て くる。 ま た,物 事 に っ い て

細 か く受 け とあ る能 力 も備 わ って くる。 そ こで,第1学 年 の 内 容 を も考 え あ わ せ な が ら,点

画 に注 意 して 文字 を 正 し く書 く能 力,態 度 を 養 って い きた い 。

(3)研 究主 題 との 関連

① 硬 筆 と毛 筆 との 関 連

・字 形 を 整 え る上 で の 要 素 を ,教 師 が 毛 筆 を 使 って 大 き く示 す こと に よ って,児 童 に感 覚

的 ・視 覚 的 に と らえ させ る。 文 字 を大 き く書 くの で,細 部 の 書 き方 を は っ き り理 解 させ

る こ とが で き る。

・毛 筆 は ,硬 筆 に よ る書 写 の 能 力 の基 礎 とい う観 点 か ら,筆 使 いが 大 切 で あ る と考 え る。

2年 生 で は,絵 筆 を使 って,始 筆 ・送 筆 ・終 筆 ・右 は らい ・左 は らい な ど を指 導 した。

・使 用 す る筆 記 具 は ,鉛 筆 よ りや わ らか い硬 毛 ペ ンを使 用 した。 基 本 点 画 を 表現 しや す い

の で,意 識 し,緊 張 感 を持 って 文字 を書 く こ とが で きる と考 え た。

② 気 づ かせ る学 習 活 動 の展 開

・点 ・おれ ・は らい に 関 して ,適 否 が 明 らか な 文字 を提 示 し,視 覚 的 に訴 え る。

・しん に ょ うを三 っ の 点 画(て ん ・お れ お れ ・右 は らい)に 分 け ,正 しく整 え た文 字 を書

くた め の 基準 を 明 らか に した。

③ 指 導 の 重点 化

・しん に ょ うを音 声 化 す る こ とで ,書 く過 程 を 少 しで も分 か りや す く楽 しい もの にす る。

、

イ
ノ

ア

イ

ウ(＼ _

て ん(ウ ン)

な な め上 に 短 く(オ レ)
{ 少 しな な め 下

に 短 く(オ レ)

か さね て お り返 して
{
ひ くい す べ り台 を(ス ー トン ・ス ッ)

④ 教 材 の 工 夫

・ 「書 写 カ ー ド」 に は ,め あて ・試 し書 き ・ま とめ書 き ・自 己評 価 ・発 展 な ど を取 り入 れ

自分 の め あて が 分 か り,見 通 しを 持 って主 体 的 に 取 り組 め る よ うに した。

・自分 の め あて に あ った 色 別 の練 習 用 紙 を選 択 し,練 習 す る こ とに よ り,自 分 の め あ て に

向 か って 課 題 を 解決 しよ う とす る意 欲 を 高 め,積 極 的 に 目標 を 達 成 す る よ う工 夫 した。

4単 元 の 目標

・文 字 の 点 画 ・画 の長 さ ・お れ な どに 気 を っ け て書 く こ とがで き る。

・文 字 の 中心 や形 に 気 を っ け て ,正 しく整 え て書 く こ とが で きる。

5指 導 計 画(7時 間扱 い)

第一 次 は らい ・は ね ・お れ ・曲 が りに 気 を つ け て 書 く。(3時 問)… … 本 時1/7

第 二 次 画 の 長 さ,間 隔 に 気 を っ け て 文 章 を 書 く。(2時 間 〉

第三 次 文字 の 中 心,形 に気 を つ け て 書 く。(2時 間)
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6本 時 の指 導

(1)目 標

・自分 の め あ て を 持 って,丁 寧 に書 こ う とす る。

・お れ ,右 は らい に気 を つ け て,し ん に ょ うを 書 くこ とが で き る。

(2)展 開

と

1

2

学 習 活 動

教材文字 を知 る。

「道 」

試 し書 きをす る。

ら3め あ て を っ か む 。

指 導 上 の 留 意 点 主題との関連レ
i・ 正 しい道 具 の 持 ち方,姿 勢 を意 識 させ1・ 「道 」 の文 字 力

る・1一 ド
ミ サ

' ・硬 毛 ペ ンで,試 し書 き を さ せ る。;・ 硬 毛 ペ ン

.前 時 ま で に書 い た 懸 の文 字 の 中 か ら1.r書 写 カー ド・

拡大 した ものを見せ,正 しく書 くには

何 に気をっ けた らよいか発表 させ る。

お れ ・右 は らい に 気 を っ け て 書 こ う。

え4な ぞ り書 き をす る。

る

5

6

・ 「道 」 の 文字 カー ドを配 り,絵 筆 で な

、 ぞ り書 きを す る こ と によ り,お れ ・右

は らいを 強 く意 識 させ る。

1・ 筆 順 の 確 認 を させ なが ら,な ぞ り書 き

1を させ る。

・児童の文字を ま

ねて毛筆で大 き

く書 き,適 否に

気づかせ る。

・児童が絵筆を使

って,水 をっ け

て黒板 に書 く。

学習 の基準 を知 る・ 已 つ曜 準を音靴 によ って とらえさ ド 教 師が示範 す る・

1へ 一

自分の ああて を持1・ 自分のめあて にあ った練習用紙 を選ば

つo

せ る 。

、(て ん ・ウ ン)

3(オ レ ・オ の

(ス ー トン ・ス ッ)

せ る 。

卜 児童のめあてが

適切か ど うか確

かめ る。

・色別練習用紙

確

か

め

る

広

げ

る

7自 分 の め あ て に そ

って練 習 す る。

8ま とめ書 きを す る。

9自 己評価をす る。

10発 展 学 習 をす る。

i
i

・ しん に ょ

(近 ・遠

1

・時間を決 めて集 中 して取 粥 ませ る0

・机間指導及 び偶別指導 をす る。

・ああて を再認識 し,自 信 を持 たせ て書 看

か せ る。i

{
・しん に ょ うの あ る文 字 を 書 く。

(近 ・遠 ・道 ・通 ・週)

・確 か め ジ ー トで

調 べ させ る。

・自 己評 価

・次 時 に扱 う。
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(3)評 価

・自分 の あ あて を持 って ,丁 寧 に書 い た か。

・お れ ,右 は らい に 気 を っ け て,し ん に ょ うを書 く ことが で き たか 。

7考 察

・児 童 の 実 態 か ら,し ん に ょ うの あ る文 字 を教 材 文 字 に した こ とで,文 字 に関 心 を持 た せ た

り,考 え させ た りす る機 会 を 与 え られ た。 教 材文 字 を吟 味 す る ことの 大 切 さが 分 か っ た。

・学 習 の 基 準 を 明 らか に す る こ とで ,自 分 の課 題 を っか みや す か った。

・教 師 が事 前 に 児童 の 課 題 を 把握 し,児 童 の 自分 の課 題 と照 ら し合 わ せ たの で.効 果 的 な指

導 が で きた。

・練 習 用紙 は ,課 題 別 に色 分 け して,選 択 で き るよ うに した。 自分 の課 題 に あ った もの を選

ぶ こ とで主 体 的 に 取 り組 め た 。 音 声 化 して,ゆ っ くり と書 か せ る とさ らに よ か った。

・自己 評 価 で は ,確 か め シー トを 用 いた の で,自 分 の 文字 を評 価 しやす か った 。 自己評 価 の

力 を っ け て い くこ と は,自 分 の 課 題 を 見 っ け る も とな の で,今 後 と も継 続 的 に指 導 して い

きた い 。 また,教 師 に よ る評 価 は,さ らに工 夫 し,児 童 の 意 欲が わ く もの に す る こ とが 大

切 で あ る。

・発展 学 習 は ,日 常 に生 か す 書 写 指 導 とい うこ とで,今 後 も工 夫 して い く必 要 が あ る。

・硬 毛 ペ ンの活 用 に よ り ,と め ・お れ ・は らい な どの 意識 を促 す こ とが で きた 。

硬筆 で 指 導 しに くい と こ ろで も毛 筆 を用 い る こ と に よ り,容 易 に指 導 す る こ とが で き るの

で,2年 生 で は絵 筆 を 用 い た。3年 生 へ の 毛 筆 指 導 にっ な が る と考 え た 。

、

嚢
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職
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、
壽醗艶き

訟
饗
桑

晦

'
搾死ぜ

導
郵
訂

諦

竜
欝磯

孟継
ザ

鐸 鶏 臨、

噛 轟興 憲{叢 戦

,h』

一15一



〈小学校 高学年 〉

1

06

3

単元 名 文字の 中心

教材 「土 星」

単元設定 の理 由

第4学 年の書写指導 の内容 と して,硬 筆で は一字の字 形か ら文字 群の問題 「文字の組み立

て方,大 きさ,配 列 」等に焦 点を しぼ り,毛 筆 では一字 の部分的関係 「画の接 し方 ・交わ り

方 ・方向 ・文字の 中心 ・画 間.等 を中心 に指導 す ることとしている。

児童 は文字の 中心 に気 をつ けて書 くとき,文 字 のどの点 画を中心 に した らよいか迷 うこと

があ る。 それが行の 中心の取 り方 にまで困難 を及 ぼ して いる。対称的 な構造を もつ文字では,

中心 を文字 の対称軸 として考 えれ ば字形が整えやす いが,そ うで ない文字 では.よ く中心 を

見定めて書かな ければ な らない。

この ことによ り,中 心線を手がか りに しなが ら,文 字の 中心 となる点画 を見い出 し,字 形

を整 えて書 く能力を養 いたい と考え,本 単元を設定 した。

q)自 ら課題 を見っ けるための工夫

① 学 習の基 準を明確 に把握 させ るために,実 物投影機を使 い,児 童が視覚的 に捉え る こと

がで きるよ うにす る。

② 教材文字 と自分の文字 を比較 させ るため に,書 写 カー ド,に 書 き込み を行 う。

(2}主 体的 に取 り組 むための工夫

① 「書写 カー ド」を使 い学 習の基準を意識 しなが ら取 り組 め るよ うにす る。

② 学習課題別 の練習 用紙 を用意 し,児 童が 自ら選択 して使え るよ うにす る。

③ 自己批正 を取 り入れ,学 習の習熟の程度にあわせて,課 題 解決的な学習を進め られ るよ

うにす る。

4児 童の実態

児童 は,読 みやすい文字 を書 きたい と思 ってい る。 しか し,一 っ一っの文字の中心 に くる

点画 を意識 して書 いて いるわけではないので,思 うよ うな文字 を書 くことがで きない。

例 え ば,右 の ① の 様 に,丁 寧 に書 いて は い るが,

中心 に くるべ き点 画 が 中心 線 か らず れ て い る ため,

左 右 に 片寄 って しま う文 字,ま た,② の 様 に,縦

画 が 真 っす ぐ引 け な い た め 字 形 が 崩 れ て い る文 字

な ど,様 々で あ る。 この 学 年 にな る と,日 常 使 用

す る ノー ト類 へ,一 度 に 書 写 す る量 も多 くな り,

しか も,縦 書 きの 時 や横 書 きの 時 な ど条 件 も一 定

しな い。 ま た,速 く書 こ う とす る こ とに と らわ れ,

書 き方 が 雑 に な る とい った字 形 の乱 れ が 目立 ち,

中心 に気 を 付 け て文 字 を 書 く とい う気 持 ちが持 ち

に く くな って い る よ うに思 え る。

①

首

宙
、蒋

間

0

夷
窪

が
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そ こで,毛 筆 に よ る学 習 で,文 字 に は 中心 に な る点 画 が あ る と い うこ とを 再 認 識 し,用 紙

の 中心 線 を手 が か りに しな が ら,字 形 を整 え 正 し く書 くこ との 大 切 さを 理 解 させ た い。

5単 元 の 目標

・自己 の 課題 を持 ち ,進 ん で 学 習 す る こ とが で き る。

・文 字 の 中心 に 気 を っ け て 書 くこ とが で き る
。

6指 導 計 画

第1時 文 字 の 中 心 に気 を つ けて,「 星 」 を 毛 筆 で 書 く。(本 時)

第2時 文 字 の 中 心 に 気 を っ け て,「 土 星 」 を 毛 筆 で 書 く。

第3時 文 字 の 中心 とな る点 や 画 に気 を つ け て,文 字 や語 句 を硬 筆 で書 く。

7本 時 の 指 導

(1)目 標

・自分 の 課 題 を 見 つ け
,意 欲 的 に学 習 す る こ とが で きる。

・文 字 の 中心 に気 を っ けて 「星 」 を書 くこ とが で き る
。

(2)展 開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1

9
自

「

と

・り

,欝 字を知るC

学習 のああて を知 るd

「

主題 との関連

え

る

文字の 中心 に気 をっ けて書 く。

3試 し書 きを す る。

「星 」

4「 星」の学 習の基準

を知 る。

① 第七 画が中心 に くる。

② 横画 は中心 か らの左

右の長 さが 同 じ。

《書 き込みをす る児童》

・筆 順 を 確 か め なが ら1枚 書 く

よ う指 示 す る。

・ 「書 写 カ ー ド」 を 配 る。

・教 材 文 字 に印 を 付 け るな ど
,

躰 的に理Zき るように剛

言 す る。

.示 範 し葎 使いや慨 習の内1

容 に も注 意 が 向 くよ う配 慮 す1

る、

・基 準 が 明 確 に な る

こ とで,課 題 が 見

っ け や す くな る。

1・ 学 習 の 基 準 を 児童

,の 発 言 を も と に提

示 す る こ とで,学
il習 意 欲 が わ く

。
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確

か

る

ま

と

め

　

5学 習の基準 の中か らi・ 基準 に照 ら し,試 し書 きを見 卜 課題 の意識 化を図

_______L__.

F

自分の課題 を選 ぶ。 直す よ う助言す る。

・適切 な課題 を選択で きるよ う

支援す る。

斗

き る
。

6課 題 に沿 。た練 習用i.課 題別の囎 用紙を聴 し,

紙 を選 び,練 習 す る。

《練習用紙》

縦画の練習①

その使用法を説 明す る。

1・ 自己批正 しなが ら練習を続 け

るよ う助 言す る。

・習 熟度 によ り新 しい課題 も選

択 で きるよ うに配慮 す る。

縦画の練 習② 横画 の練習①

・課題別の練習用紙

を使 い,課 題 を解

決 しやす くす る。

・習 熟 度 に 合 わ せ

練習す ることで関

心 ・意欲 を高め る。

横画 の練 習②

ま
ヨl

i

、 』i C

L

暫.『

一

塗

… a

ss' J;

i

;%%
1L

猛
C

;

}il

,〉}

lIl

7ま とめ 書 き をす る。

「星 」

8自 己評 価 を す る。

9次 時の学習 内容を知

る。

・学 習 の 基準 に 気 を っ け るよ う

に助 言 す る。

・試 し書 きと比較 して,成 果 を

確か めるよ う助言す る。

・めあてを達成で きた児童の文

字を紹介す る。

・次 時 へ の め あ て を持 っ よ う助

言 す る。

・達成感 を味わわせ

文字 に対す る興味

関心 を持 たせ る。

(3)評 価

・自分 の 課 題 を見 つ け
,意 欲 的 に 学 習 す る こ とが で き たか 。

・文 字 の 中心 に気 を っ けて 「星 」 を 書 くこ とが で き たか
。
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8考 察

(1)視 聴覚機器の活用 について

実物投影機を使 って学習の基準 を知 らせ た。OHPと 異 なり,教 材文字がテ レビに鮮 明 に

映 った り,示 範で は,手 元や穂先の通 る様子が は っき りと映 し出 された りす るな ど,効 果 的

であ った。興 味 ・関心を喚起 させ るとい うことにお いて も有効な手段で あ った。 今後 も,様

様 な場 面での効果的な活用 につ いて研究す る必要があ る。

(2)「 書写 カー ド」 について

児童が 自己の課題を選択 し,意 欲的 に学 認

習 を続 け ることがで きるよ うに,「 書写 カ

ー ド」を作成 した
。

教材文字 を入 れ,児 童が 自ら赤ペ ンで学

習 の基準 を確認 で きるよ うに した。その結

果具体的 に理解 で きたよ うに思え る。

教材文字をのせ たため,書 写 カー ドのサ

イズが大 き く(B4判)な り,机 の上 に置

きづ らくな ったので,教 材文字 を書写 カー

ドの左右 どち らか に寄せ,2っ に折れ るよ

うな工夫が必要であ った。

③ 練習用紙 につ いて

1、!鶴

蟻マ㍉溝 一騨

恥

鍵
鰹
雛

灘

撫貼

鐸

無

燃

毒

顕

徽

鍮 ・卿嘗
む鍵 脚

紳 ・驚..

(実 物投影機 に映 した文字)

/l
寅

ま

と

め

/《

ノ紘 田
鶴 季

Dが
4φ
ちり

_1鮮i

昏

轟
「

▼ 一』'
.,.

寿 携1

為'

Ω影T

A

l

r
LTAlyL1.LOl-s

左

∩

＼!吐
』

,.づ

h

L

iE

学

習

の

き

じ

ゅ

ん

①

卑

心

に

{

る

た

て

函

が

ひ

と

つ
あ

る

.

②

炉

二

画

の

畏

さ

は

、
中

心

か

ら

の

長

さ

48

左

右

月

じ

に

な

る

よ

う

に

す

る

。

課題別練習用紙を学習の基準別に2種 類,各 段 階

別2枚,計4枚 を用意 した。① ・② と練 習を重 ね る

と課題を達成 で きるよ うに した。 この ことで,児 童

は,課 題 に対 して丁寧 な取組 がで きたよ うに思 う。

どの練 習用紙に も自己批正の欄 を設 けたので,課

題 に対す る意識 も持続で きた。 自己の習 熟の度合 い

によ って個別 に学習 を進 める ことがで き,興 味 ・関

心を持続 させ る こともで きた。

(4)評 価 につ いて

一枚練習す る ことに自己批正を取 り入れた結果
,

成果 を確か めなが ら練習がで き,課 題を達成 しやす

くな った。 まとめ書 きの 自己評価では,多 くの児童

が達成感を味わ っていた。

書

写

力

ー

ド

角

月
司

鱒
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<中 学校 第1学 年>

1単 元名 行書

2教 材 「自由」

3単 元設定 の理 由

読 みやす く整 った字 を速 く書 きたい という生徒の希望 は強 い。 一方,日 常生活 にお いて は,

多 くの生徒が楷書 を用 いてお り,行 書を意識 して用いてい る生 徒は少ない。 そ こで,行 書 は,

草書の速書性 と楷書 の明確性 とい う二 っの長所 をあわせ持 っ便利 な書体 であ るとい うことを

認識 させ,行 書を 日常生活 に取 り入 れ るための きっかけ と して本単元 を設定 した。

生徒 は行書 にっ いて学習す るのが初 めてなので,生 徒 の行書 に対す る興味 ・関心 を呼び起

こ し,意 識を高あ る導入を考え た。 また,研 究主題 に迫 るための 手立て として行書 の特徴 と

意義 にっいて理解 させ,導 入 にふ さわ しい教材文字を選定 した り,各 自の課題 にあ うよ うな

練 習用紙 を作成 した り した。

4単 元 の 目標

行書 の特 徴を知 って,日 常生活 に取 り入れ る姿勢を育て る。

① 点 や画 の形 が丸 みを帯び る場合があ る。

② 点 や画 の方 向,止 めや払 いの形が変わ る場合があ る。

③ 点画の連続,省 略が あ る。

④ 筆順が変わ る ことが あ る。

⑤ 楷書 に比べ,速 く書 くことがで きる。

5生 徒の実態

1学 期の書写の授業で は楷書 を取 り上 げたが,硬 ・毛筆両方 ともまだまだ未熟 さが 残 り,

なかなか整 った文字が書 けない生徒が多数 を占める とい う実態が ある。 また,点 画 の基本 も

必ず しも十分で はない状態 なので,行 書 の入門期を授業で どの よ うに扱 うか は大 きな課題で

あ る。 しか し,生 徒た ちには素直 に新 しい ものへ取 り掛か ろ うとす る好 ま しい姿勢が見 られ

る。 したが って書写 の授業 において は,そ うした生徒の学習への意欲を生か して行書の正 し

い使 い方 を学 習 させ,学 んだ事柄を 日常生活で生かせ る能力を生徒に身に付け させ るよう努

力 した。

6指 導計画

第1時 行書の 「丸み 」 ・ 「連続 」 とい った特徴 を理解す る。(本 時)

第2時 前時の学習を深 め,発 展 として硬筆の練習 をす る。/

第3・4時 行書の 「払 い」の形を理解 し,発 展 と して硬筆で も練習す る。 …… 「友人 」

第5・6時 行書の 「省略」を理解 し,発 展 として硬筆で も練習す る。 「平和 」

第7・8時 行書 の 「筆順の変化」 を理解 し,硬 筆で も練習す る。 「紅葉の秋 」
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7本 時の 指 導(8時 間扱 い の1時 間 目)

(1)目 標

・ 「丸 み 」 ,「 連 続 二 とい った 行 書 の特 徴 を理 解 して 書 け る。

・行 書 の 縦 画 や横 画 の筆 つ か い を理 解 して 書 け る。

・自分 の 文 字 ,友 人 の 文 字 に対 して適 切 に評 価 で き る。

(2)展 開

学 習 活 動

ト1行 書の特徴 をつかむ。

1

とl

I

ら12行 書の特徴 について理

.陣 する・
え

指 導 上 の 留 意 点 主 題 と の 関 連

る

3

4

1

・楷書 と行書 で書 いた文字1・ 行書 に対 する興 味 ・関心

を見 せて,そ の特 徴に気 を高 め意 欲を持 たせる。

つ か せ る。

●点画の丸みや連続 省 ド 主体的に活発な発言をさ

略 ・止 め ・払 い の 形 ・筆iせ る 。
i

順の変化 などの特徴を発

1見 す る た め に,画 用 紙 にl

l書 いた文字を黒板に劃

1確 認させる・l
l

教 材 文 字 を知 り,学 習i・ 教 材 文字 「自由 」 を よ く
1

1の 目標 を っ か む
。 1見 て 考 え ,「 書 写 カ ー

ド」 に 目標 を記 入 させ る。

1

点 画 の 丸 み ・ 連 続 に 注 意 し て 書 こ う 。

1

1

指導者 によ る示範 を見 ・筆 順 ,筆 つ か い を み せ る。

る 。

1
i

5試 し書 きを す る。

6学 習 の基準 を知 る。

7試 し書 きの中か ら自分

の課題 を見つけ る。

・半 紙 を 用 い る
。i

i

I
　 し

1・ 丸 味,連 続 の 特 徴 を っ か!
　

む た め に,文 字 の 基 準 をi

明 確 に と らえ さぜ る。

1

8自 分 の課 題 に そ って練 ト

習 す る。

・そ れ ぞ れ の 課題 に あ っ

練 習 用 紙 を 選 ば せ る。

1

1・ 課 題鰍 の方法を予測 さ

せ る 。

・課 題 解 決 へ の 方 針 を 立 て

させ る。
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9ま とあ 書 きを す る。 ・学 習の基準を再確認 し丁

確 寧 に書かせ る。

10相 互 評 価 を す る。 ・男 女 各 一 名 ず っ 前 に 出て , ・相 互 → 自 己評 価 に よ り批

か 丸 み ・連 続 が う ま く書 け 、 評力を高め る。

たか全員で評価 させ る。

め

ll自 己評 価 を す る。 ・自分で学 習の基準 どお り ・自分 の 成 果 を 認 め る こ と

る 書けた と思 うところ にシ に よ り,さ らに意 欲 を高

一 ル を っ け させ ,目 標 を め る こ と にな る。

達成 で きたか確かめ させ

る 。

・ 「書 写 カ ー ド」 に 記 入 さ

せ る 。

12発 展 学 習 を す る。 ・本 時 の 内 容 か ら,硬 筆 に ・日常生活 に生 かす態度 を

広 も生かせ ることを理解 し 養 う。

練 習 させ る。

げ

る

13次 時 の 予 告 を 聞 く。
1

(3)評 価

・ 「丸み」,「 連続」 とい った行書 の特 徴を理 解 して書けたか。

・行書 の縦画や横画の筆つか いを理解 して書 けたか。

・自分 の文字,友 人の文字 に対 して適切 に評価で きたか。

○ 練習 用紙の例

∠2「
0

吻
← 「も

ム

0

1
00●●●

'

'

%"
♂

99
6、

'

,

'

・

,

.L
'

」
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8考 察

(1)教 材文字 にっいて

行書学 習の一 時間 目と して,行 書の特徴が最 も分か りやす い 「丸味」 と 「連続 」の2点 に

しぼ って学習 す ることに し,教 材文字選定 に取 り組んだ。 「自由」 という文字を選定 したが,

もっと入 門期 にふ さわ しい教材文字が あるか ど うか,文 字の選定 もこれか らの課題の一っで

あ る。

なお行書 の学 習を 日常 に生かす ために も,連 続 して速 く書 ける硬筆 による ノー ト指導 など,

発展学習 に も広 げてい きたい。

(2)導 入について

点画の丸 味や連 続 ・省略 ・払 いの形 など,画 用紙 にあ らか じあ書 いた拡 大文字 を黒板 に

張 って提 示 した ところ生徒の興味 ・関心 を高 め,楷 書 と行書 の違 いを容易 に理解す るこ とが

で きた。

(3)示 範 について

筆を用いての示範(水 書板 に和紙 をは り一号筆 を使用)は,墨 が垂れ るなど水書板 を立て

かけ る角度がむずか しいが,筆 勢,書 き順 などを示す場合 に効果があ った。

(4)練 習用紙 について

籠書 き ・骨書 き ・始筆の位置 ・部分練習 など課題別 に用意 し生徒 に選ばせ た。 さ らに,行

書 の リズ ム感 にっ いて学習 させ るための練習用紙の工夫 も必要 と思われ る。

(5)相 互評価 について

男女各1名 ずっ前 に出て,丸 味 ・連続がね らいどお り書 けたか評価 させ た。他の生徒の文

字 を 自分の文字 と比べ ることによ り,評 価す る力 を持 たせ,主 体的な 自己評価へ と進 める こ

とがで きた。

(6)自 己評 価について

赤い シール,青 い シールを各 自に持 たせ,丸 味 ・連続が正 しくで きたと ころに貼 らせ た。

この方法は,生 徒の興味 ・関心 をひ き,本 時の 目標を達成す るうえで有効で あ った。

(7)単 元終 了後の変容

行書に慣 れ るに したが って,授 業 中に文字 を書 く速度が増 し,ノ ー トに縦書 きの場合,行

書 を使 用す る回数が増 え た。 また,き ちん と した行書 を教え た ことによ り,文 字 の乱れが

減 って きてい る。 まだ十分 とは言え ないが これか らの指導 によ って,行 書 を 日常生活 に生 か

していけ るので はないか と考え られ る。
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V研 究 のまとめ と今後 の課題

今年度の研究課題 「自ら課題 を見つけ,主 体的 に取 り組むた めの書写指導法 の研究」に基づ

いて,そ れぞれの実践 と研究討議 を重 ねて きた。

児童,生 徒の学習意欲 を高 めるための指導 を 目指 した研究の成果 は,以 下の とお りである。

(1)適 切 な教材文字の選定 と学習 の基準 を明確 にす ることは.児 童 ・生 徒が 自 ら課題 を見つけ

るうえで有効であ る ことが確か め られ た。

(2)事 前の実態調 査を もとに,学 習の 目標 を求 め ることの有 効性 も再確認 で きた。

(3)低 学年において は,触 る ・音声化 ・動作 化な ど体感 を通 して理 解す るよ う工夫を した。

(4>学 習の基準 を明確 にす るため,視 聴覚機器(ビ デオ ・実物投影機 ・OHP),教 具(拡 大

文字 ・分解文字)の 活用の工夫 を した。

(5}課 題別 に練 習用紙を工夫 したこ とによ り,個 々の課題解決 に主体 的に取 り組 ませ ることが

で きた。

(6>低 学年では 「確かあ シー ト」等 によ り,自 己評価 をす る ことが で きた。小学校高学年 ・中

学 校で は相互評 価を取 り入れ るなど,評 価活動 の工夫 によ って主体 的な学 習態度を養 うこ と

がで きた。

(7)発 展学習の効果 と して,他 の文字への応用,硬 筆での書写 に も生 かそ うとす る意欲が 高ま

った。

(8)小 ・中学校 の連 携によ る系統的な単元及 び指導法の確立が重要で ある ことが分か った。

(9)「 書写 カー ド」は,教 材 文字の選択 を もとに必要項 目を しぼる ことで,使 用の効果をあげ

る ことがで きた。

なお今後の課題 としては,

(1)引 き続 き自 ら課題 を見 つけ意欲 的に活動 す る児童 ・生 徒を育て る指導法の研究 と,教 材文

字の系統化が必要で あ ること。

(2)毛 筆での学習 を 日常の書写 に関連 させ る場合,よ りよい筆記用具の研究 を進 める必 要があ

ること。(例:絵 筆,硬 毛ペ ン,フ ェル トペ ン等)

(3)教 室以外での書写活動 につ いて も工夫 し,多 目的ホール等の利用 につ いて も積極的 に検討

す る必要があ ること。

(4)書 写で学習 した 内容を児童 ・生徒が 日常 に生か し発展 させてい くための継続的 な研究が必

要であ ること。

㈲ 硬毛の関連 を常 に意識 し,教 材文字の選定 ・系統 化な ど小 ・中一貫 の指導法の確立が必 要

であ ること。

⑥ 児童 ・生徒の実態を把握 して,有 効 に使 え る練習用紙 の作成 が必 要であ る こと。

(7)書 写の授業 へのテ ィーム ・テ ィーチ ングの効果 的な導入 について研 究す ること。
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